
◆ 家康との関係は？引馬城の歴史を探る
徳川家康公が亡くなって４００年の遠忌が２０１５年に

めぐってきます。この年に合わせて、徳川家康公と関わり

の深い岡崎・浜松・静岡などの都市では、さまざまな顕彰

事業が計画されています。浜松市文化財課では、青年時代

の家康公が居城とした引馬城の一部において発掘調査を行

い、徳川家康公との関わりや引馬城跡の歴史を明らかにし

ようと考えました。引馬城跡での発掘調査は初めてである

ため、土塁や建物跡などの遺構の残り具合やその深さ、土

器などの埋蔵状況を確認するために発掘調査を行いまし

た。

◆ 調査成果 土塁跡・土器・ビー玉も！！
発掘調査により、土塁（城

の周囲を取り囲む防御施設）

が良好に遺っていることが判

明しました。また、土塁に囲

まれた内側（元城町東照宮境

内の平場）には、今から約４

００～４５０年前（戦国時代

～安土桃山時代）に使用され

た土器が数多く出土しまし

た。とくに現在の地表から約

５０ｃｍ下には、捨てられた

状態を保って複数の土器が埋

蔵されていることが判明しま

した（右段写真）。これらの

ことから、江戸時代の絵図に

示された「古城」という地区

が戦国時代～安土桃山時代には城であったことが、発掘調

査により確認できました。このほか、現在の地表から１０

ｃｍ下からは、明治時代に創建された元城町東照宮に用い

られたとみられる三ツ葉葵の紋が施された瓦が出土したほ

か、陶磁器やガラス瓶、ビー玉も出土しました。信仰の場

であるとともに、日常生活の場や子供たちの遊び場として

も親しまれていた証拠といえるでしょう。今後、出土した

土器や陶器、作成した記録などを整理し、分析を進めたの

ち、市民のみなさまにお披露目する機会を設けたいと考え

ています。

◆ 土の中から見つけたよ ―発掘体験
発掘調査を行うなかで、子供たちに歴史とふれあう機会

を提供し、地域の歴史に興味をもってもらうことを目的と

して、８月８日・１１日に小学生を対象として発掘体験を

行いました。あわせて２５人の子供たちが参加し、引馬城

や浜松城について学ぶとともに、竹ベラやハケなどを使っ

て、戦国時代のかわらけや陶器、近代の瓦を発掘し、歴史

の証拠を自分で掘り出す体験をしました。この中から、歴

史に興味を持つ子や地域の歴史を大切にしたいと思う子が

ひとりでも多くうまれたらと思います。

◆ 高い関心を集める引馬城

～市民の方500人が訪れました
８月１７日（日）に行った現地説明会には、午前の部・

午後の部合わせて３５０人の方にお越しいただきました。

また、調査中に見学にお越しいただいた方も１５０人を超

えました。引馬城跡に対する関心の高さを実感できる発掘

調査となりました。浜松市文化財課では今後も、現地説明

会や体験講座などを行い、市民のみなさまに歴史とふれあ

える機会を提供していきます。広報等にご注目ください。

引馬城跡の発掘調査を行いました

土塁の様子 長方形の穴の奥に細かく積み上げられた地層が見える

元城町東照宮 平場全景

かわらけ出土の様子
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８月の引馬城跡に続いて、９月から二俣城跡の発掘調査が始まりました。今回も発掘体験や現地説明会がありますのでお楽しみに！２７日

には城跡セミナー、１１月には犬居城にて戦国山城まつりが開催されます。季節は秋になりましたが、まだまだお城はあつい！！ （ふ）

～この記事は、浜松市メールマガジンとリンクしています ～

浜松市域では、明治から昭和前半にかけて、線路の幅

（軌道）が狭く、建設費用の安い軽便鉄道が数多く開業し

ました。今回は、中ノ町線〔浜松・中ノ町間〕、笠井線

〔遠州西ヶ崎・

笠井間〕、西遠

軌道〔貴布祢

（現在の遠鉄浜

北駅）・宮口

間〕、鹿島線

〔浜松・西鹿島

間〕を紹介しま

す。また、軌道

が広く大量輸送

が可能な高速電

気鉄道として敷設された光明電気鉄道〔新中泉（現在のＪ

Ｒ磐田駅）・二俣町間〕についても触れたいと思います。

中ノ町線は遠州初の軽便鉄道として運行を始めました

が、現在では笠井線とともに、標柱や当時の写真などから

その姿を窺い知ることができるのみです。西遠軌道は、軌

道の一部を踏襲した道路が浜北区内にあり、「軽便道」や

「軌道橋」といった名称に名残がみられます。鹿島線は軽

便鉄道として開業し、旅客や貨物の増加に伴い高速電気鉄

道に改修され、現在は遠州鉄道

西鹿島線として運行を続けてい

ます。光明電気鉄道は、高速電

気鉄道として全線開通してから

わずか７年で廃線を迎えました

が、阿蔵トンネルや二俣口駅の

プラットホームなどが当時の面

影を伝えています。

明治から昭和前期に敷設さ

れた鉄道のほとんどは姿を消し

てしまいましたが、軌道跡やト

ンネル跡など、当時の情景を伝

える遺構をめぐり、浜松の近代

化と交通手段のうつろいに思い

をはせてみてはいかがでしょう

か。 

◆ 選りすぐりの名品は必見！
～賀茂真淵と遠江国学者の生涯と業績にふれる

昭和59年に開館した賀茂真淵記念館は、本年11月に開

館30周年を迎えます。これを記念した特別展では開館以

来収集してきた館蔵品6千点余の中から学術的価値が極め

て高い選りすぐりの名品47点を展示し、賀茂真淵と遠江

国学者の生涯と業績を紹介します。

展示は、遠江国学の隆盛をもたらした地の利・人の縁を

軸に、国学研究の流れに沿って展示してあります。『万

葉』研究の方法を示す「和歌懐紙“詠薄暮千鳥”」、研究

の深化発展をたどる『遠江歌考』『冠辞考』『万葉考』の

展示は圧巻です。真淵画像掛軸４本の一挙展示、初展示の

「真淵賛真龍画秋景図」等も必見です。加えて、観覧の理

解が深まると好評をいただいている写真パネル「真淵ゆか

りの地」「遠江の歌碑」や解説資料「今月の歌」「一口解

説」等も豊富に整えられ

ています。

見どころ満載の特別

展、ご家族おそろいでご

来館いただき、時を超え

て今国学の呼びかけるも

のに耳を傾けてみません

か。

開館30周年特別展 賀茂真淵と遠江国学が開催されます

文化財イベント
お城も民俗芸能も 熱気 むんむん むんむん

u二俣城跡の発掘調査現地説明会
9月21日（日）/ 1回目 午前10時、2回目 午後1時30分 / 二 俣
城跡（天竜区二俣町）＊集合鳥羽山公園駐車場/ 申込不要

u県指定無形民俗文化財「横尾歌舞伎」
第56回関東ブロック民俗芸能大会出演

9月28日（日）午後0時30分～午後5時 / 板橋区立文化会館（東
京都板橋区）/ 入場無料、申込不要

西鹿島線・中ノ町線跡・笠井線跡・西遠軌道跡・光明線跡

文化財日記抄 8月

西遠軌道廃線跡

阿蔵トンネル

二俣口駅のプラットフォーム

●会期：平成26年9月27日

（土)～11月26日（水）●会

場：賀茂真淵記念館（中区東伊

場）●入館料:大人300円高校

生150円中学生以下無料●開館

時間：9時30分～17時●休館

日：毎週月曜日（祝日は開館翌

火曜日休館）●問合せ：賀茂真

淵記念館 053-456-8050

18日 (月) 浜北区宮口 大屋敷古窯跡群予備調査（～10月）

20日 (水) 中区元城町 浜松城跡（旧体育館跡地）工事立会い

21日 (木) 西区馬郡町
柳ノ内遺跡予備調査 浜松城跡（旧駐輪場跡地）

工事立会

21日 (木) 天竜区春野町 戦国山城まつり実行委員会（春野協働センター）

26日 (火) 西区舞阪町 舞阪町天白遺跡予備調査

28日 (木) 浜松市役所 出前講座「浜松の災害史」（参加25名）

日 曜日 場所 内容

1日 (金) 浜北区貴布祢
市民ミュージアム浜北プチ企画展「Ｋａｗａｉｉ！」（～

３１日）

2日 (土) 浜北区貴布祢
文化財楽習プログラム「シカのはにわがにげだし

た！」

4日 (月)
東区丸塚町

南区高塚町

早折遺跡予備調査

高塚遺跡予備調査

6日 (水) 浜松市役所 文化財保護審議会

8日 (金) 中区元城町 引馬城跡発掘体験（参加80名）

9日 (土) 北区引佐町
いなさ文化財まつり（会場：埋蔵文化財調査事務

所）

11日 (月) 北区細江町 東林寺檀家見学会

11日 (月) 中区元城町 引馬城跡体験発掘（参加9名）

11日 (月) 中区中島 出前講座「浜松の指定文化財」（参加23名）

12日 (火) 浜北区平口 辺田平古墳群隣接地予備調査（～14日）

17日 (日) 中区元城町 引馬城跡現地説明会（参加350名）


